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長
に
召
出
さ
れ
、
足
騒
顕
等
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
鳥
越
・

八
王
子
・
大
理
寺
・
大
坂
諸
役
に
従
ひ
、
庇
加
恩
を
得

て
勝
二
千
七
百
石
に
至
っ
た
ρ

そ
の
嫡
子
奥
三
右
衛

門
は
富
山
務
に
仕
へ
、
三
子
忠
左
衛
門
の
統
は
永
〈

加
賀
務
に
仕
へ
た
。

イ
シ
カ
ハ
モ
ン
石
川
門
金
揮
城
三
J

丸
揚
手

の
門
で
、
そ
の
門
前
の
商
方
に
蓮
池
姻
、
東
方
に
白

鳥
掴
が
あ
b
、
そ
の
聞
に
土
橋
が
遁
じ
て
居
た
の
で

あ
る
が
、
今
は
積
形
勢
を
異
に
し
て
ゐ
る
。
石
川
門

の
名
稽
は
大
手
の
河
北
門
と
共
に
、
前
田
利
家
入
城

の
初
か
ら
あ
っ
た
も
の
で
、
石
川
郡
の
方
向
に
封
し

て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
門
及
び
附
涯
の
建
造
物

は
、
賀
商
九
年
の
災
後
に
成
っ
た
も
の
で
、
昭
和
十

年
五
周
十
三
日
凶
貨
に
指
定
せ
ら
れ
た
。
門
の
舗
は

一
O
米
丸
、
祈
形
は
三
三

O
卒
方
米
五
八
。
左
方
の

櫓
は
菱
形
、
右
方
は
正
方
形
で
あ
b
、
東
丸
の
東
隅

に
あ
っ
た
菱
織
と
白
鳥
援
の
突
出
掛
と
は
、
相
協
力

し
て
紺
屋
坂
上
の
讃
絡
附
註
に
十
字
火
を
浴
び
せ
る

こ
と
が
で
き
た
。
左
方
の
櫓
は
二
踏
で
、
上
厨
約
三

三
平
方
米
、
下
腿
六
六
平
方
米
で
あ
る
。
そ
の
上
居

の
矢
狭
間
は
小
さ
過
ぎ
る
感
が
あ
る
が
、
下
方
は
横

幅
を
臆
く
し
、
唐
破
風
を
使
用
し
て
、
稲
美
術
的
に
出

来
て
殴
る
。
城
栂
側
壁
内
の
木
鐸
は
、
皆
矢
竹
木
舞

に
な
っ
て
跨
て
、
今
で
も
細
一
筋
朽
ち
て
底
な
い
。

文
そ
の
屋
根
は
全
部
鉛
瓦
蕊
で
、
被
援
し
た
鉛
は
、

厚
さ

O
額
四
五
乃
主

O
纏
七
六
の
純
鉛
で
あ
る
。
門

の
左
右
に
若
.
干
の
太
鼓
制
御
も
亦
現
に
存
し
、
そ
の
腰

に
眼
っ
た
海
鼠
壁
も
平
瓦
を
煉
瓦
積
の
如
く
並
べ
た

騎
に
特
徴
が
あ
る
。

イ
シ
ガ
ミ
右
紳
加
賀
・
能
管
の
紳
祉
に
は
、

石
を
以
て
紳
貨
に
し
た
も
の
が
往
々
に
し
て
あ
る
。

江
沼
郡
な
る
宮
村
阿
部
神
世
は
、
式
内
等
萄
註
記
に

石
を
以
て
静
静
と
す
る
と
記
さ
れ
、
岡
部
桂
谷
の
岩

紳
位
、
河
北
郡
田
上
の
櫛
田
跡
位
、
羽
咋
郡
一
宮
寺

家
の
大
穴
持
像
石
紳
位
、
鹿
島
郡
金
丸
の
宿
那
彦
紳

像
石
静
位
、
岡
部
黒
崎
の
宿
那
彦
紳
像
石
跡
世
も
亦

同
じ
く
、
更
に
能
菅
名
跡
志
に
銭
る
と
き
は
、
羽
咋

郡
宿
女
の
推
襲
回
路
膳
・
静
位
、
同
郡
梨
谷
小
山
の
阿

良
加
志
路
古
紳
匙
も
同
種
類
に
臨
す
る
。
こ
の
外
鳳

至
郡
神
道
ハ
今
梼
生
〉
な
る
結
界
山
に
石
備
と
帯
す

る
自
然
石
が
あ
っ
て
、
地
方
人
の
最
も
畏
敬
す
る
厨

と
な
っ
て
ゐ
る
。
隈
字
の
設
は
な
い
が
、
こ
れ
も
ま

た
石
瀞
で
あ
ら
う
。

イ
シ
キ
リ
マ
チ
右
伐
町
金
揮
の
萄
町
名
。
延

賓
の
圃
に
、
片
側
は
二
十
人
石
伐
九
人
、
片
側
は
同

十
一
人
と
あ
っ
て
、
二
十
人
石
伐
と
稽
せ
ら
れ
る
石

工
の
住
地
で
あ
っ
た
震
に
こ
の
名
が
あ
る
。
今
は
上

石
伐
町
・
下
石
伐
町
に
分
か
れ
る
。

イ
シ
キ
リ
ヤ
マ
右
伐
山
三
州
事
跡
記
に
、
石

川
郡
鹿
栖
村
石
伐
山
は
古
城
跡
で
、
昔
腿
栖
某
が
こ

こ
に
鹿
た
と
あ
る
が
、
加
賀
志
徴
に
は
石
川
郡
に
底

栖
村
は
な
い
か
ら
、
恐
ら
く
は
同
郡
西
市
瀬
の
臨
栖

盤
を
い
ふ
も
の
で
あ
ら
う
と
し
て
ゐ
る
。

イ
シ
キ
日
ヲ
ハ
ラ
右
切
小
原
石
川
郡
河
内
庄

に
あ
る
郵
務
。
郷
村
名
義
抄
に
は
、
往
古
よ
b
石
を

切
出
し
た
か
ら
名
づ
け
た
と
あ
る
。
本
願
寺
諸
寺
系

圃
に
三
州
野
寺
本
部
眼
寺
空
審
の
弟
公
容
が
石
川
郡
細
脇

村
の
内
小
原
村
に
佳
し
た
と
あ
る
も
是
で
あ
る
。

イ
シ
グ
ロ
イ
ザ
エ
モ
ン
石
黒
伊
左
衛
門

E
徳

四
年
十
二
局
御
馬
皆
と
し
て
召
出
さ
れ
、
二
十
人
扶

持
を
賜
ひ
、
御
馬
奉
行
支
配
に
昆
し
、
事
保
四
年
夜
。

子
孫
器
に
世
襲
し
た
。

イ
シ
グ
ロ
イ
チ
ロ
エ
号
ン
右
泉
市
郎
右
衛
門

大
雲
寺
務
の
御
用
人
で
、
稼
二
百
石
。
村
井
主
殿
の

露
で
あ
っ
た
露
、
事
額
れ
た
後
東
野
瀬
兵
衛
に
預
け

ら
れ
、
寅
永
七
年
二
Rm廿
七
日
打
首
と
な
っ
た
。
押

イ
シ
グ
ロ
ウ
ネ
メ
右
黒
来
女
初
め
越
中
松
倉

に
住
し
、
制
保
氏
厳
に
仕
へ
た
が
、
後
前
回
利
家
に
来

仕
し
て
二
百
石
を
受
け
た
。
子
孫
務
に
世
襲
し
た
。

イ
シ
グ
ロ
カ
タ
ザ
Z
号
ン
右
黒
摺
左
衛
門
初

名
纏
左
衛
門
。
究
提
左
衛
門
の
越
知
中
七
百
石
を
裂

い
で
足
唖
蹟
と
な
b
、
大
坂
再
役
に
三
，
丸
で
首
一

を
獲
、
千
石
に
至
っ
た
。
正
保
元
年
夜
。

イ
シ
グ
ロ
ケ
イ
ザ
プ
ロ
ウ
石
黒
去
三
郎

4
カ

ツ

ラ

マ

サ

ナ

ホ

桂

E.直
。

イ
シ
グ
ロ
ゲ
ン
ジ
石
黒
源
次
能
美
郡
金
平
の

人
。
究
組
皆
津
村
に
鴎
て
十
村
役
で
あ
っ
た
か
ら
、

樫
村
源
次
と
も
い
は
れ
た
。
源
次
寅
腐
四
年
焚
の
後

を
受
け
て
十
村
役
と
な
b
、
明
和
二
年
御
技
持
人
並

十
村
に
強
み
、
七
年
扶
持
高
十
五
石
を
受
け
、
安
永

元
年
金
平
金
山
締
方
主
附
を
命
ぜ
ら
れ
、
五
年
挨
持

十
石
を
加
増
せ
ら
れ
、
七
年
越
中
磁
波
郡
に
て
七
十

三
石
八
斗
、
新
川
郡
に
て
百
六
石
二
斗
を
賜
は
り
、

九
年
叉
扶
持
十
.
石
、
天
明
元
年
夏
に
岡
額
を
加
へ
、

九
年
無
組
御
技
待
人
十
村
越
と
な
b
、
共
の
間
滞
の

震
に
種
々
の
用
務
を
勤
め
、
十
年
新
川
郡
舟
見
野
新

田
用
水
警
部
主
附
を
命
ぜ
ら
れ
、
そ
の
地
に
出
張
中

十
周
六
日
夜
し
た
。
歳
七
十
。

イ
シ
グ
ロ
ゲ
ン
シ
ユ
ウ
石
黒
玄
周
事
保
十
年

六
周
御
菌
防
と
し
て
召
出
さ
れ
、
京
都
に
住
し
て
三

十
人
扶
持
を
賜
う
た
。
子
孫
周
建
・
周
軒
を
綬
、
源

五
郎
の
時
寛
政
九
年
御
偶
者
に
列
し
、
そ
の
子
彦
三

郎
も
亦
文
政
六
年
御
儒
者
と
な
っ
た
。

イ
シ
グ
ロ
ゴ
ン
ベ

Z

右
黒
構
卒
金
持
の
町
人

武
議
庄
兵
衛
の
子
。
幼
名
庄
太
郎
。
九
歳
に
し
て
前

田
利
常
の
近
習
に
召
出
さ
れ
、
知
行
百
五
十
石
を
腸

は
っ
た
。
後
正
保
四
年
三
周
十
九
日
利
常
の
小
松
を

足
趨
成
田
際
右
衛
門
蹄
上
下
に
て
首
を
訂
っ
た
と
あ

る。

イ
シ

f一一-

内

三
八

o
l
-

-
l
!
 
9
4
1
J咽


